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新

館

紹

介

平
成
十
六
年
度
に
は
、
県
内
で
二
つ
の
図
書
館
が

産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
南
会
津
郡
で
初
め
て
の
公
立

、

、

図
書
館
と
な
る
田
島
町
図
書
館

さ
ら
に
県
内
で
は

。

初
め
て
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
導
入
し
た
富
岡
町
図
書
館
で
す

当
館
職
員
に
よ
る
新
館
の
紹
介
で
す
。

緑
豊
か
な
周
辺
の
風
光
に
つ
つ
ま
れ
た
田
島
町
図

書
館
が
、
会
津
地
方
の
郡
内
で
初
め
て
の
公
共
図
書

、

。

館
と
し
て

昨
年
六
月
二
十
五
日
に
開
館
し
ま
し
た

町
の
芸
術
・
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
竣
工
し
た
、

御
蔵
入
交
流
館
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
五

万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
敷
地
に
建
設
さ
れ
た
交

流
館
は
、
文
化
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
そ
し
て
図
書
館
で
構
成
さ
れ
、
複
合
施
設
の

相
乗
効
果
で
、
当
初
か
ら
多
く
の
利
用
者
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
施
設
部
分
は
、
約
六
百
六
十
平
方
メ
ー
ト

。

、

ル

公
開
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
に
約
三
万
冊
の
本
を
備
え

。

、

将
来
は
五
万
冊
に
増
加
予
定
で
す

他
に
書
庫
に
は

二
万
冊
が
収
蔵
可
能
。
床
な
ど
に
木
材
を
多
用
し
た

温
か
な
雰
囲
気
の
内
装
で
、
車
椅
子
の
利
用
者
も
楽

に
通
れ
る
書
架
間
隙
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
な
ど
が
利

用
で
き
る
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
、
く
つ
ろ
い
で
読
書
の
で

き
る
畳
コ
ー
ナ
ー
や
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、
紙

芝
居
や
読
み
聞
か
せ
の
場
と
な
る
お
話
し
・
子
供
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

田
島
町
図
書
館

■

町
民
だ
け
で
な
く
、
町
へ
通
勤
・
通
学
す
る
人
や

南
会
津
郡
内
在
住
者
へ
も
利
用
カ
ー
ド
を
発
行
、
開

館
時
間
も
平
日
は
午
後
六
時
ま
で
で
す
が
、
金
曜
日

は
夜
の
八
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
利
用
者
か
ら
の
照
会
に
親
切
に

、

。

対
応

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
蔵
書
検
索
も
可
能
で
す

読
書
の
合
い
間
に
、
目
を
窓
か
ら
外
へ
転
じ
る
と
芝

生
や
木
立
の
緑
が
美
し
く
、
町
の
人
々
に
親
し
ま
れ

て
い
る
愛
宕
山
も
眺
望
で
き
ま
す
。

（

）

一
般
資
料
チ
ー
ム

菅
野
俊
之

国
道
六
号
線
か
ら
ほ
ん
の
少
し
入
っ
た
所
に
、
平

成
十
六
年
十
月
、
富
岡
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
学

び
の
森
」
が
開
館
し
ま
し
た
。
図
書
館
は
そ
の
一
階

部
分
で
、
私
は
開
館
か
ら
約
一
ケ
月
後
の
十
一
月
中

旬
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

館
内
は
、
書
架
や
閲
覧
机
の
間
隔
が
広
く
と
ら
れ

て
お
り
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
で
、
木
製
の
閲
覧
机
・
椅
子
等
の
ラ

イ
ン
が
と
て
も
優
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
北
欧
諸
国

富
岡
町
図
書
館

■

田
島
町
図
書
館
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◆
開
館
時
間

火
～
木
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
六
時

金
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
八
時

土
・
日
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
五
時

◆
休
館
日

毎
週
月
曜
日

国
民
の
祝
日

年
末
年
始

毎

月

末

日

の

館

内

整

理

日

特

別

整

理

期

間

http://w
w

w
.tow

n.tajim
a.fukushim

a.jp

か
ら
の
輸
入
品
だ
そ
う
で
す
。
大
活
字
本
・
Ｃ
Ｄ
・

ビ
デ
オ
・
実
用
書
・
児
童
書
・
中
高
校
生
向
き
の
読

み
物
等
が
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
に
利
用
し
や

。

す
く
案
内
表
示
や
配
架
が
工
夫
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

図
書
に
は
Ｉ
Ｃ
タ
グ
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
て
、
貸
出

は
利
用
者
自
身
が
操
作
出
来
る
自
動
貸
出
機
、
入
口

に
は
図
書
盗
難
防
止
装
置
と
い
う
最
新
式
の
設
備
に

な
っ
て
お
り
、
勤
め
人
の
利
用
を
考
え
、
平
日
は
午

後
八
時
ま
で
開
館
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

開
館
事
業
が
一
段
落
し
た
か
と
思
わ
れ
る
時
期
で

し
た
が

上
野
紀
子
・
武
田
美
穂
絵
本
原
画
展

木

、「

」「

元
教
子
氏
講
演
会

「
お
話
会
」
は
終
え
た
も
の
の
、

」

「
製
本
講
座

「
絵
本
展

「
猿
渡
辰
彦
氏
講
演
会
」

」

」

と
ま
だ
ま
だ
続
く
よ
う
で
、
県
内
外
か
ら
見
学
の
申

込
み
も
数
多
く
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

富
岡
町
図
書
館
に
は
今
後
の
図
書
館
運
営
の
参
考

。

と
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た

そ
し
て
、
窓
の
向
こ
う
の
美
し
く
紅
葉
し
た
林
を
背

景
に
利
用
者
が
静
か
に
読
書
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
、
早
く
も
、
図
書
館
が
町
の
文
化

。

の
中
心
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た

（

）
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チ
ー
ム

辺
見
美
江
子
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◆
開
館
時
間

火
～
金
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
八
時

土
・
日
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
五
時
四
五
分

◆

休
館
日

毎
週
月
曜
日

国
民
の
祝
日

年
末
年
始

毎

月

末

日

の

館

内

整

理
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